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ロート製薬株式会社（本社：大阪府大阪市、社長：瀬木英俊、以下、ロート製薬）と国立大学法人東京科学大学(本

部：東京都目黒区、理事長：大竹尚登、以下東京科学大学）は、サイバーフィジカルシステム：Cyber Physical System

（以下、CPS）※1 に関する研究を行う協働研究拠点の設置に向けた協定を締結しました。 

 ＊1：CPS とは、フィジカル空間（現実空間）にある多様なデータをセンサーネットワーク等で収集し、サイバー空間（仮想空間）で大規模データ処理技術

等を駆使して分析／知識化を行い、そこで創出した情報／価値によって、産業の活性化や社会問題の解決を図っていく仕組みです。 

 

■共同研究の背景と目的 

ロート製薬では、お客様の悩みに寄り添う多様な商品展開を実現してきましたが、年々、製造品目や製造量の増加

に伴い、より高品質な製品を安定的に生産するためのシステム構築が課題となっていました。そこで、東京科学大学

藤澤研究室との共同研究により、CPS をマザー工場である上野テクノセンターにて実装し、工場内の最適化を進めて

きました。IoT やセンサ技術を用いて取得したフィジカル空間におけるヒトやモノの動きなどの情報をサイバー空間で

解析し、AI やディープラーニングによって最適な生産プロセスを導き出すことで実際の現場環境での生産性向上を図

ってまいりました。 

昨今の 2024 年物流問題を踏まえ、ロート製薬においても事業成長とともに複雑化しているサプライチェーンを適切

に管理し、改善していくことがさらなる課題となっています。これまで培った知見を工場外の倉庫や物流へと拡大し、

IoT 技術を活用して最適化されたプロセスを提案することで、サプライチェーン全体に関わる会社の方々、製品やサー

ビスをご利用いただくお客様のウェルビーイングの向上につなげてまいります。 

 

参考：サイバーフィジカルシステムを実装する次世代スマート工場をグループ全体に適用 

 

■これまでの CPS 導入の実績 

「モノの移動最適化」に向けて、CPS の導入を積極的に推進 

・ 上野テクノセンターと周辺倉庫における自動倉庫の運用最適化（夜間棚替え）において、東京科学大学藤澤研

究室が開発した搬送シミュレータや最適化アルゴリズムを実際の現場に導入し、日中の輸送機の移動距離を

50%以上削減、作業者の待ち時間も約 30%減少。 

・ エネルギー消費の削減やリアルタイムでの工場内状況の把握も実現し、生産効率とコスト削減に大きく貢献。 

 

ロート製薬と東京科学大学が 

サイバーフィジカルシステムに関する協働研究拠点を設置 

～サプライチェーンマネジメントの最適化に向けた研究を加速～ 

https://www.rohto.co.jp/news/release/2022/1026_01/


■CPS 研究における今後の展望 

・ さらに柔軟で迅速な「リアルタイム最適化」を目指し、センサ技術とシステム間の連携を一層強化し、より精度

の高いリアルタイムシミュレーション技術の開発を進めます。 

・ 販売予測や在庫管理を含め、サプライチェーン全体の流れを俯瞰したシミュレーションを行うことで、企業活

動全体の効率性向上を追求します。 

・ サプライチェーンにおいて、原材料調達から製品輸送までの物流ネットワーク最適化を進め、輸送能力を最

大限に活用するとともに、温室効果ガス（GHG）排出削減を推進します。 

 

従来の工場の部分最適化を目指す研究から、マーケティング・製造・物流までロート製薬のバリューチェーン

全体をデジタルで革新する体制構築に向けて研究拠点を整備し、さらに研究を加速・具体化します。また、CPS 

を核に企業活動全体のデジタルプロセスを加速させ、社会・環境課題の解決にもつなげてまいります。 

 

■ロート数理 CPS イノベーション協働研究拠点の概要 

名称 ロート数理 CPS イノベーション協働研究拠点 

設置場所 ロート製薬株式会社 東京支社内 

設置期間 2025 年 7 月 1 日～2030 年 3 月 31 日 

研究題目 ロート製薬のビジネスプロセス最適化に向けた数理最適化とサイバーフィジカルシステム

（CPS）に関する研究 

拠点長 新産業創成研究院（総合研究院デジタルツイン研究ユニット）・教授・藤澤克樹 

副拠点長 取締役副社長・CTO・國﨑伸一 

 

上野テクノセンターについて 

1999 年に操業が始まり、今年で 26 年目の上野テクノセンター

では、ロート製薬の主力商品である V ロートプレミアムなどの目

薬をはじめとする一般用医薬品や、肌ラボ極潤ヒアルロン液など

のスキンケア製品を生産、品質管理・物流の拠点となるマザー

工場として機能しています。2022 年 9 月より新工場 C 棟が稼働

開始し、CPS のさらなる活用に向けて検証を進めています。 



 

 

＜お問い合わせ先＞ 

 ロート製薬株式会社 広報・ＣＳＶ推進部  

〒530-0011 大阪市北区大深町3-1 グランフロント大阪タワーＢ２９階 

大阪オフィス   TEL：06-6758-1211 FAX：06-6758-9820 

東京オフィス  TEL：03-5442-6074 FAX：03-6832-6006 

 広報・ＣＳＶ推進部 大阪･東京共通メールアドレス：pr@rohto.co.jp 
 

国立大学法人東京科学大学 総務企画部 広報課 

〒152-8550 東京都 目黒区 大岡山2-12-1 

 TEL：03-5734-2975 

メールアドレス：media@adm.isct.ac.jp 

取材申し込みフォーム：https://forms.office.com/r/F3shqsN7zY 

 

ロート製薬株式会社は、大阪・関西万博 「大阪ヘルスケアパビリオン」のスーパープレミアムパートナーです。 
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